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≡≡ 第69回国民体育大会　長崎がんばらんば大会 ≡≡

〔写真提供：秋田魁新報社〕

入場行進をする本県選手団

現地激励会　誓いの言葉
少年男子　ウエイトリフティング競技

渡邊　寛也　金足農業高校

クレー射撃競技　成年男子　トラップ
３位　秋田選抜

フェンシング競技　成年女子　フルーレ
２位　秋田選抜

陸上競技　少年男子 A　5000m　３位
湊谷　春紀　秋田工業高校

レスリング競技　少年男子　フリースタイル 60㎏級　３位
米澤　　圭　秋田商業高校

〔写真提供：秋田魁新報社〕

なぎなた競技　少年女子　試合　８位　秋田選抜

相撲競技　少年男子　４位　秋田選抜

ウエイトリフティング競技　少年男子
＋ 105㎏級ジャーク　６位
古山　翔太　金足農業高校
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順位 競　　技 種　別 種　　　　目 氏　　名 所　　　　属

1位

バ ス ケットボ ー ル 成　女 秋　田　銀　行

カ ヌ ー Ｓ Ｌ 成　男 カヤックシングル15ゲート 佐々木　　　優 食彩げんべい

レ ス リ ン グ 少　男 グレコローマンスタイル74㎏級 櫻　庭　功　大 秋田商業高校３年

レ ス リ ン グ 成　男 フリースタイル61kg級※ 菊　地　　　憲 秋田県レスリング協会

レ ス リ ン グ 成　男 フリースタイル65kg級※ 栗　森　幸次郎 三恵海運㈱

レ ス リ ン グ 成　男 フリースタイル74kg級※ 多胡島　伸　佳 早稲田大学２年

２位
フ ェ ン シ ン グ 成　女 フルーレ 秋　田　選　抜

レ ス リ ン グ 少　男 グレコローマンスタイル50kg級 菅　原　幹　太 秋田商業高校２年

３位

相 撲 成　男 秋　田　選　抜

ク レ ー 射 撃 成　男 トラップ 秋　田　選　抜

レ ス リ ン グ 少　男 フリースタイル60kg級 米　澤　　　圭 秋田商業高校３年

ウエイトリフティング 成　男 53kg級ジャーク 佐　藤　亮　哉 名古屋産業大学４年

陸 上 競 技 成　男 10000m競歩 小　林　　　快 早稲田大学４年

陸 上 競 技 少男Ａ 5000m 湊　谷　春　紀 秋田工業高校３年

４位

相 撲 少　男 秋　田　選　抜

ラグビーフットボール 成　男 秋　田　選　抜

水　　泳（競　泳） 少女Ｂ 100ｍバタフライ 赤　間　彩　生 山王中学校３年

陸 上 競 技 少女Ａ ハンマー投 田　原　智　仁 花輪高校３年

５位

フ ェ ン シ ン グ 成　男 フルーレ 秋　田　選　抜

カ ヌ ー Ｓ Ｌ 成　男 カヤックシングル25ゲート 佐々木　　　優 食彩げんべい

水　　泳（競　泳） 成　女 100ｍ平泳ぎ 小　林　明日香 筑波大学４年

レ ス リ ン グ 少　男 グレコローマンスタイル55kg級 齊　藤　一　真 五城目高校３年

レ ス リ ン グ 少　男 フリースタイル120kg級 一ノ関　　　平 五城目高校３年

陸 上 競 技 少男Ｂ 110mＨ 佐　藤　駿　真 湯沢翔北高校１年

６位

ウエイトリフティング 成　男 53kg級スナッチ 佐　藤　亮　哉 名古屋産業大学４年

ウエイトリフティング 少　男 ＋105kg級ジャーク 古　山　翔　太 金足農業高校２年

ウエイトリフティング 少　男 56kg級ジャーク 渡　邊　寛　也 金足農業高校３年

陸 上 競 技 成　女 100mH 相　馬　絵里子 スターツコーポレーション㈱

陸 上 競 技 少男Ａ 走幅跳 清　水　航　己 秋田西高校２年

７位 ウエイトリフティング 成　男 ＋105kg級スナッチ 腰　山　浩　汰 金沢学院大学３年

８位

ボ ウ リ ン グ 成　女 団体（２人チーム） 秋　田　選　抜

な ぎ な た 少　女 試合 秋　田　選　抜

弓 道 少　女 遠的 秋　田　選　抜

ウエイトリフティング 少　男 ＋105kg級スナッチ 古　山　翔　太 金足農業高校２年

ウエイトリフティング 少　男 56kg級スナッチ 渡　邊　寛　也 金足農業高校３年

馬 術 成　女 自由演技馬場馬術 山　崎　詩　乃 聖霊女子短期大学１年

ボ ー ト 少　女 シングルスカル 金　子　明香里 由利高校２年
※レスリング成年男子フリースタイルは、台風の影響による日程短縮のためベスト８の選手全員１位。

順位 競　　技 種　別 種　　　　目 氏　　名 所　　　　属

第６９回国民体育大会（本国体）入賞者一覧



4

第６９回国民体育大会成績と昨年度比較
●平成26年第69回国体総得点　　369.0点＋参加点400点＝769.0点

天皇杯　42位　皇后杯　40位
●平成25年第68回国体総得点　　374.5点＋参加点400点＝774.5点

天皇杯　39位　皇后杯　42位

冬 季 国 体 本　国　体 総　　　　　　合

第６９回 １２３．０ ６４６．０ ７６９．０ 順位４２位

第６８回 １８６．０ ５８８．５ ７７４．５ 順位３９位

比　　較 －６３．０ ５７．５ －５．５ －３位
（参加得点含む）

天　皇　杯
◇男女総合得点

長　崎 1 位 2364.0
東　京 2 位 2113.5
愛　知 3 位 1886.5
大　阪 4 位 1807.5
埼　玉 5 位 1702.5
神奈川 6 位 1649.5
福　岡 7 位 1509.5
北海道 8 位 1484.5
岐　阜 9 位 1439.5
千　葉 10 位 1394.0
兵　庫 11 位 1314.0
京　都 12 位 1222.5
岡　山 13 位 1195.5
群　馬 14 位 1139.0
和歌山 15 位 1063.0
石　川 16 位 1027.5
福　井 17 位 1018.5
広　島 18 位 1012.5
宮　崎 19 位 1001.0
長　野 20 位 997.0
愛　媛 21 位 984.5
山　口 22 位 971.5
栃　木 23 位 966.5
熊　本 24 位 935.0
宮　城 25 位 934.0
静　岡 26 位 917.0
鹿児島 27 位 897.5
大　分 28 位 896.0
山　梨 29 位 892.0
山　形 30 位 870.0
茨　城 31 位 852.5
三　重 32 位 834.0
富　山 33 位 830.5
福　島 34 位 823.0
滋　賀 35 位 810.5
奈　良 35 位 810.5
岩　手 37 位 807.5
鳥　取 38 位 790.0
佐　賀 39 位 783.0
新　潟 40 位 780.0
香　川 41 位 779.5
秋　田 42 位 769.0
青　森 43 位 758.5
沖　縄 44 位 726.0
島　根 45 位 555.0
徳　島 46 位 550.0
高　知 47 位 539.0

皇　后　杯
◇女子総合得点

東　京 1 位 1118.5
長　崎 2 位 1076.5
愛　知 3 位 1024.0
大　阪 4 位 919.0
岐　阜 5 位 825.0
千　葉 6 位 818.5
北海道 7 位 763.0
兵　庫 8 位 752.5
神奈川 9 位 693.0
埼　玉 10 位 662.0
福　岡 11 位 642.5
愛　媛 12 位 622.5
群　馬 13 位 607.0
広　島 14 位 568.5
熊　本 15 位 555.0
山　梨 16 位 552.5
岡　山 17 位 546.5
京　都 18 位 545.5
和歌山 19 位 543.5
栃　木 20 位 540.0
静　岡 21 位 526.5
長　野 22 位 500.5
宮　城 23 位 495.5
奈　良 24 位 486.5
佐　賀 25 位 484.0
鹿児島 26 位 480.5
山　口 27 位 476.5
富　山 28 位 475.5
福　島 29 位 471.5
石　川 30 位 468.5
鳥　取 31 位 458.5
山　形 32 位 453.5
岩　手 33 位 450.0
福　井 34 位 449.5
滋　賀 34 位 449.5
大　分 36 位 445.0
茨　城 37 位 441.5
三　重 38 位 438.0
新　潟 39 位 425.0
秋　田 40 位 420.0
宮　崎 41 位 414.5
香　川 42 位 402.0
青　森 43 位 383.0
島　根 44 位 367.0
沖　縄 45 位 360.5
徳　島 46 位 331.0
高　知 47 位 315.5

第69回国民体育大会成績 秋田県順位の推移
回 年 開催地

天
皇
杯

皇
后
杯

回 年 開催地
天
皇
杯

皇
后
杯

1 21 京　都 36 56 滋　賀 12 13
2 22 石　川 37 57 島　根 21 33
3 23 福　岡 11 19 38 58 群　馬 16 37
4 24 東　京 18 27 39 59 奈　良 18 36
5 25 愛　知 13 29 40 60 鳥　取 31 25
6 26 広　島 18 35 41 61 山　梨 27 26
7 27 東　北 15 36 42 62 沖　縄 22 27
8 28 四　国 16 22 43 63 京　都 37 38
9 29 北海道 17 23 44 元 北海道 26 36
10 30 神奈川 11 19 45 2 福　岡 34 43
11 31 兵　庫 10 15 46 3 石　川 38 46
12 32 静　岡 26 23 47 4 山　形 28 39
13 33 富　山 29 21 48 5 東四国 32 41
14 34 東　京 12 16 49 6 愛　知 34 45
15 35 熊　本 9 10 50 7 福　島 21 25
16 36 秋　田 2 4 51 8 広　島 25 44
17 37 岡　山 10 12 52 9 大　阪 18 33
18 38 山　口 10 14 53 10 神奈川 29 42
19 39 新　潟 9 12 54 11 熊　本 22 42
20 40 岐　阜 11 16 55 12 富　山 28 38
21 41 大　分 10 17 56 13 宮　城 22 34
22 42 埼　玉 10 6 57 14 高　知 24 33
23 43 福　井 17 24 58 15 静　岡 24 39
24 44 長　崎 12 14 59 16 埼　玉 33 38
25 45 岩　手 9 6 60 17 岡　山 23 34
26 46 和歌山 9 4 61 18 兵　庫 10 17
27 47 鹿児島 13 14 62 19 秋　田 1 1
28 48 千　葉 9 7 63 20 大　分 23 25
29 49 茨　城 11 12 64 21 新　潟 30 41
30 50 三　重 8 10 65 22 千　葉 28 30
31 51 佐　賀 11 16 66 23 山　口 19 27
32 52 青　森 18 21 67 24 岐　阜 36 33
33 53 長　野 14 5 68 25 東　京 39 42
34 54 宮　崎 16 12 69 26 長　崎 42 40
35 55 栃　木 13 23
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昭和36年秋田国体以降の本県の天皇杯順位

国体得点一覧（競技・種別）
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競　技　名
平成22年　第65回（千葉県） 平成23年　第66回（山口県） 平成24年　第67回（岐阜県） 平成25年　第68回（東京都） 平成26年　第69回（長崎県）

競　技　名少　　年 成　　年
合計

少　　年 成　　年
合計

少　　年 成　　年
合計

少　　年 成　　年
合計

少　　年 成　　年
合計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
スケート（スピード） 1.0 1.0 9.0 9.0 0.0 6.0 0.0 6.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0 0.0 スケート（スピード）
スケート（フィギュア） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 スケート（フィギュア）
アイスホッケー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 アイスホッケー
ス キ ー 20.0 26.0 17.0 21.0 84.0 27.0 16.0 58.0 26.0 127.0 32.0 14.0 42.0 30.5 118.5 36.0 15.0 60.0 41.0 152.0 16.0 19.5 36.0 21.5 93.0 ス キ ー
陸 　 　 　 上 20.0 16.5 0.0 0.0 36.5 9.0 7.0 0.0 1.0 17.0 0.0 8.0 3.0 2.0 13.0 10.0 0.0 5.0 0.0 15.0 13.0 5.0 6.0 3.0 27.0 陸 　 　 　 上
水泳（競泳） 8.0 0.0 3.0 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 3.0 0.0 0.0 1.0 4.0 8.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 5.0 0.0 4.0 9.0 水泳（競泳）
水泳（飛込） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 水泳（飛込）
水泳（水球） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 水泳（水球）
水泳（シンクロ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 水泳（シンクロ）
サ ッ カ ー 56.0 56.0 56.0 56.0 0.0 0.0 0.0 0.0 サ ッ カ ー
テ ニ ス 0.0 0.0 3.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 テ ニ ス
ボ ー ト 19.0 0.0 0.0 19.0 0.0 0.0 0.0 35.0 35.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 1.0 0.0 0.0 1.0 ボ ー ト
ホ ッ ケ ー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ホ ッ ケ ー
ボ クシン グ 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 2.5 0.0 0.0 ボ クシン グ
バレーボール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 バレーボール
体操（競技） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 体操（競技）
体操（新体操） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 体操（新体操）
バスケットボール 12.5 12.5 25.0 0.0 0.0 12.5 40.0 52.5 12.5 0.0 12.5 0.0 40.0 40.0 バスケットボール
レ スリン グ 24.5 18.5 43.0 24.5 13.5 38.0 23.0 10.5 33.5 15.5 17.5 33.0 25.5 13.5 39.0 レ スリン グ
セ ーリン グ 0.0 0.0 7.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 3.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 セ ーリン グ
ウェイトリフティング 13.0 24.0 37.0 36.0 13.0 49.0 1.0 11.0 12.0 14.0 8.0 22.0 8.0 11.0 19.0 ウェイトリフティング
ハンドボール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ハンドボール
自 転 車 7.0 10.0 17.0 9.0 0.0 9.0 0.0 1.0 1.0 9.0 0.0 9.0 0.0 0.0 0.0 自 転 車
ソフトテニス 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ソフトテニス
卓 球 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 卓 球
軟 式 野 球 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 軟 式 野 球
相 撲 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0 35.0 0.0 35.0 0.0 15.0 15.0 25.0 18.0 43.0 相 撲
馬 術 9.0 2.0 15.0 26.0 10.0 6.0 15.0 31.0 3.0 0.0 5.0 8.0 7.0 7.0 0.0 1.0 1.0 馬 術
フェンシング 0.0 9.0 0.0 15.0 24.0 0.0 24.0 24.0 15.0 63.0 21.0 6.0 21.0 48.0 0.0 12.0 12.0 0.0 0.0 12.0 21.0 33.0 フェンシング
柔 道 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 柔 道
ソフトボール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ソフトボール
バドミントン 0.0 7.5 7.5 0.0 18.0 18.0 0.0 0.0 15.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 バドミントン
弓 道 15.0 6.0 21.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 3.0 3.0 0.0 3.0 弓 道
ライフル射撃 3.0 0.0 3.0 7.0 8.0 0.0 15.0 5.0 0.0 3.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ライフル射撃
剣 道 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 剣 道
ラ グ ビ ー 0.0 0.0 28.0 28.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 ラ グ ビ ー
山 岳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 山 岳
カヌー（SL・WW） 23.0 0.0 23.0 7.0 0.0 7.0 19.0 0.0 19.0 20.0 0.0 20.0 12.0 12.0 カヌー（SL・WW）
カヌー（FWR） 0.0 13.0 7.0 9.0 29.0 1.0 13.0 11.0 12.0 37.0 4.0 0.0 12.0 16.0 7.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 カヌー（FWR）
アーチェリー 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 アーチェリー
空 手 道 0.0 0.0 2.5 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 空 手 道
銃 剣 道 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 銃 剣 道
クレ ー 射 撃 0.0 0.0 3.0 3.0 0.0 0.0 3.0 3.0 18.0 18.0 クレ ー 射 撃
な ぎ な た 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.0 0.0 18.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 3.0 な ぎ な た
ボ ウリン グ 0.0 6.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 3.0 ボ ウリン グ
ゴ ル フ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ゴ ル フ
小 計 114.0 98.5 186.5 82.5 481.5 148.5 60.0 236.5 126.0 571.0 127.0 46.0 134.5 106.5 414.0 144.0 15.0 159.0 56.5 374.5 87.5 36.5 151.5 93.5 369.0 小 計
得点割合(％) 23.7% 20.5% 38.7% 17.1% 得点

団体
26.0% 10.5% 41.4% 22.1% 得点

団体
30.7% 11.1% 32.5% 25.7% 得点

団体
38.5% 4.0% 42.5% 15.1% 得点

団体
23.7% 9.9% 41.1% 25.3% 得点

団体
得点割合(％)

少年・成年別得点 212.5 269.0 208.5 362.5 173.0 241.0 159.0 215.5 124.0 245.0 少年・成年別得点
同　割合(％) 44.1% 55.9% 21競技 36.5% 63.5% 18競技 41.8% 58.2% 19競技 42.5% 57.5% 19競技 33.6% 66.4% 16競技 同　割合(％)
男・女別得点 300.5 181.0 385.0 186.0 261.5 152.5 303.0 71.5 239.0 130.0 男・女別得点
同　割合(％) 62.4% 37.6% 67.4% 32.6% 63.2% 36.8% 80.9% 19.1% 64.8 35.2 同　割合(％)
天皇杯得点・順位 881.5点　　28位 971.0点　　19位 814.0点　　36位 774.5点　　39位 769.0点　　42位 天皇杯得点・順位
皇后杯得点・順位 471.0点　　30位 476.0点　　27位 452.5点　　33位 361.5点　　42位 420.0点　　40位 皇后杯得点・順位

種目なし 空欄 出場なし 数値 獲得得点
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Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　大会スケジュールに時間と余裕があり、一人一人が試合に合わせ
て心と身体の準備ができベストコンディションで毎試合全力で戦う

ことが出来ました。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　秋田の持ち味である、最後まで諦めない粘り強くしつこいプレー、ボールに対する執着
心をどのチームよりも表現、発揮することです。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　常に顔を上げ前を見続けチームがどんな状況であろうとも焦ることなく我慢し、柔軟
に対応できる精神と身体でいることです。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　チャレンジャーであることを忘れず、国体２連覇を目指し日々精進したいと思います。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

バスケットボール 成年女子 優勝
秋田銀行　金　　　吏　子

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　大会スケジュールに時間と余裕があり、一人一人が試合に合わせ
て心と身体の準備ができベストコンディションで毎試合全力で戦う

ことが出来ました。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

バスケットボール 成年女子 優勝

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　国体で2位という結果をのこし、秋田県をアピールできた事に嬉
しく思います。その反面、優勝に1歩とどかず悔しく思います。今回

の結果は、メンバーの3人が秋田合宿や各大学の練習で「心技体」をトレーニングしてき
たからこそ大事な場面で実力を発揮することができたと思います。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　常に盛り上げることです。試合中であってもベンチであっても応援している時であって
も皆が盛り上げようと意識していると思います。なのでチーム秋田でいるととても楽しい
です。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　試合の中にある、ふと与えられたチャンスを逃さないことです。その為に大事なのはや
はり「集中」です。試合時間の3分間。集中すれば勝つ可能性は高くなると思います。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　今年は2位でした。狙うは優勝のみです。また、総合優勝を目標に秋田県全員で力をあ
わせてがんばります。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

フェンシング　成年女子　フルーレ　2位
専修大学４年　鈴　木　莉　奈

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　国体で2位という結果をのこし、秋田県をアピールできた事に嬉
しく思います。その反面、優勝に1歩とどかず悔しく思います。今回

の結果は、メンバーの3人が秋田合宿や各大学の練習で「心技体」をトレーニングしてき

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

フェンシング　成年女子　フルーレ　2位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　天候のアクシデントで試合数が減ってしまいました。結果的には
優勝ですが国体に向けて練習してきたことを出し切れず不完全燃

焼という気持ちです。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　スタッフの方々に色々な面でサポートしてもらいとても感謝しています。その感謝の気
持ちを結果で表したいと思っています。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　自分自身まだまだ未熟なので今はまだ模索中です。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　全日本選手権優勝。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　成年男子　フリースタイル65kg級　１位
三恵海運㈱　栗　森　幸次郎

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　天候のアクシデントで試合数が減ってしまいました。結果的には
優勝ですが国体に向けて練習してきたことを出し切れず不完全燃

焼という気持ちです。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　成年男子　フリースタイル65kg級　１位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　国体やジャパンカップの為に頑張って練習した結果勝つことが出
来ました。

Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　秋田県として1点でも多くポイントを獲得することです。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　練習では基本となるベーシックな内容をしっかり身に付けた上でいろんな会場を想定
して練習に臨んでいる。大会ではライバルを見つけ、勝負にこだわって1レース1レース
を大切に取り組んでいる。また、気持ちのメリハリを大切に楽しむことも忘れず頑張って
います。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　今年以上に上位に進出し、秋田県のために1点でも多く獲得できるように頑張ります。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

カヌースラローム シングル15ゲート 1位・シングル25ゲート ５位
食彩げんべい　佐々木　　　優

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　国体やジャパンカップの為に頑張って練習した結果勝つことが出
来ました。

Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

カヌースラローム シングル15ゲート 1位・

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　台風の影響により、試合が打ち切られ不本意な部分もあります
が、結果的には優勝と言うことなので嬉しいです。勝因は、相手に勝

つことよりも気持ちで自分に勝つことを意識していたことです。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　秋田県代表として、恥じない結果と内容にこだわって試合をすることです。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　長い年月では、練習等で妥協したいと思う日は必ずあります。しかしその妥協したいと
思う自分の弱い気持ちに勝つことが大事であり勝利に繋がると思います。そのようなこ
とを乗り越えることができれば、試合中の苦しい場面で、本当の力を発揮することができ
ると思っています。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　年齢的にもそろそろ厳しくなると思いますが、チャンスがあれば試合に出場して優勝
を目指したいと思っています。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　成年男子　フリースタイル61kg級　１位
秋田県レスリング協会　菊　地　　　憲

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　台風の影響により、試合が打ち切られ不本意な部分もあります
が、結果的には優勝と言うことなので嬉しいです。勝因は、相手に勝

つことよりも気持ちで自分に勝つことを意識していたことです。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　成年男子　フリースタイル61kg級　１位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　今大会は台風の影響で例年と異なる形式で開催されましたが、そ
ういった状況でも試合への意欲を失わず、目の前の1試合に集中す

ることができました。それには単に勝った負けたではなく、どの点を課題として試合で発
揮したいのか、どのようなミスを起こさないようにしたいのか、自分の技術向上について
明確な達成目標が存在していたからだと思います。この点が今大会最も評価できる点で
す。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　秋田にとって今「若さ」というのはすごく大きなパワーを持っていると思います。そう
いった中で自分という若い存在の活躍は非常に価値あることだと思うし、こういった姿
こそが自分が秋田県に元気を与えるという意味で貢献できる唯一の手段だと考えて、
チーム秋田として競技に臨んでいます。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　何事も基本というのは大事になってきます。しかし基本のベースを固めたうえで、プラ
スアルファ自分の武器を持つことが全国で勝ち上がる上で必要だと考えています。しか
しそれにとらわれてベースの技術もおろそかにしてはいけない、伸ばすところを伸ばしつ
つも全体としては粗を削って全体的に不足ないようにする、この点をとても大切にしてい
ます。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　現在僕はジュニアの年齢区分になりますが、来年度から本格的にシニアとして競技し
ていくことになります。インカレといった学生の大会から、全日本選手権といった試合も
視野に入るようになります。普段の練習から学生にかかる技ではなく、日本のシニアの
選手にまでかかる技、さらには海外の選手にもかかる技、そこまで意識して練習に取り組
み、シニアの舞台で結果を残したいです。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　成年男子　フリースタイル74kg級　１位
早稲田大学２年　多胡島　伸　佳

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　今大会は台風の影響で例年と異なる形式で開催されましたが、そ
ういった状況でも試合への意欲を失わず、目の前の1試合に集中す

ることができました。それには単に勝った負けたではなく、どの点を課題として試合で発

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　成年男子　フリースタイル74kg級　１位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　高校最後の大会ということで、優勝という結果にやりきれた達成
感があります。勝因は高校３年間で積み重ねたことを、試合で出せた

ことです。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　結団式にハピネッツの中村元監督が激励してくれた「死ぬ気で頑張れ、勝ってポイント
を稼いでくれ」の言葉に、自分が秋田のために何が何でも勝ちたいと強い意識を持ちま
した。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　練習では自分より強い相手に胸を借り、高い技術指導を受け、体力向上ができまし
た。試合前は落ち着いて冷静でいること、試合で勝つためのイメージのみ考えることを
大切にしています。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　大学の試合で結果を残し、全日本選手権に出場し、日本のトップレベルに挑戦したい
と思います。また、海外遠征や国際大会を経験し、レベルアップを図り、オリンピックを目
指した練習に努力したいと思っています。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　少年男子　グレコローマンスタイル74kg級　１位
秋田商業高校３年　櫻　庭　功　大

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　高校最後の大会ということで、優勝という結果にやりきれた達成
感があります。勝因は高校３年間で積み重ねたことを、試合で出せた

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　少年男子　グレコローマンスタイル74kg級　１位
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Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　今大会ではスナッチ86キロで6位、クリーン＆ジャーク116キロで
3位、トータルで202キロで4位という結果でした。今回は昨年の5

位よりも結果を残すことができ、6本成功で自分の目標であった上位3位以内入賞が達
成することができました。今年の結果に満足することなく来年に向けて練習していきた
い。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　ウエイトリフティングは個人種目ですが、メンバーとコミュニケーションを取り相互理解
を深め取り組むことを意識しています。私の試技は一番手なので良い流れを作れるよう
に意識しています。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　私は自分よりも強い人のウォーミングアップや調整を参考にしています。また体重調
整もあるので減量には特に気をつけています。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　今年度の成績に満足することなく、今年よりも上位を目指して頑張りたいです。また現
在の体重を大会の53㎏級に合わせてしっかりとした身体作りをしたいと考えています。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

ウエイトリフティング　53㎏級ジャーク　３位
名古屋産業大学４年　佐　藤　亮　哉

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　今大会ではスナッチ86キロで6位、クリーン＆ジャーク116キロで
3位、トータルで202キロで4位という結果でした。今回は昨年の5

位よりも結果を残すことができ、6本成功で自分の目標であった上位3位以内入賞が達

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

ウエイトリフティング　53㎏級ジャーク　３位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　初めての国体だったが、緊張することなく試合ができた。２年生で
２位の結果はうれしいが、決勝の舞台では勝ちたかった。

Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　国体で活躍した選手が多いレスリング競技を知り、その一員であることを誇りに思う。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　練習中は苦しさや辛さを感じることもあるが、自分でやるべき事や足りないことを考
え、一日の練習を意味のあるものにしている。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　年間５回ある全国大会に向けてレベルアップし、コンディションを整え、全国優勝を目
指す。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　少年男子　グレコローマンスタイル50kg級　２位
秋田商業高校２年　菅　原　幹　太

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　初めての国体だったが、緊張することなく試合ができた。２年生で
２位の結果はうれしいが、決勝の舞台では勝ちたかった。

Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　少年男子　グレコローマンスタイル50kg級　２位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　昨年の４位を上回る結果が出て嬉しい気持ちと昨年と同じく準決
勝で長崎県に負けて悔しい気持ちが半々です。支えてくださった多

くの方々のお陰や、共に闘った渋谷選手、西方選手と一致団結できたことが大きな勝因
です。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　使命感を持つことを意識しました。自らの為だけでなくチームや日頃お世話になってい
る秋田県の為に尽力する事を心掛けました。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　自らの持ち味を発揮できるよう万全の態勢で臨むことを大切にしました。日頃の稽古
から直前の調整に至るまで余念の無いように取り組みました。また、相手に必ず勝つとい
う強い気持ちを持つようにしています。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　また来年度も国体に出場し、今度は優勝できるように頑張ります。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

相撲　成年男子　団体　３位
金足農業高校教員　上　田　将　平

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　昨年の４位を上回る結果が出て嬉しい気持ちと昨年と同じく準決
勝で長崎県に負けて悔しい気持ちが半々です。支えてくださった多

くの方々のお陰や、共に闘った渋谷選手、西方選手と一致団結できたことが大きな勝因

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

相撲　成年男子　団体　３位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　１２月２１日の全国高校駅伝に弾みをつけるということを意識して
レースに臨みました。このような結果につながったのは、指導して下

さった先生方や応援して下さった方々のお陰だと思います。感謝の気持ちを忘れること
なく、今後走りで恩返しできるように頑張ります。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　１点でも多く得点を取りチームに貢献することです。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　普段の練習や生活で常に全国レベルを想定し、高い意識で取り組むことです。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　来年からは大学に進学し、１つ上のレベルで競技を続けることになります。今大会で得
たものをいかして、更に自己の能力を向上できるように頑張りたいと思います。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

陸上競技　少年男子Ａ　5000ｍ　３位
秋田工業高校３年　湊　谷　春　紀

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　１２月２１日の全国高校駅伝に弾みをつけるということを意識して
レースに臨みました。このような結果につながったのは、指導して下

さった先生方や応援して下さった方々のお陰だと思います。感謝の気持ちを忘れること

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

陸上競技　少年男子Ａ　5000ｍ　３位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　全国選抜、インターハイに続き、国体優勝で全国三冠を目指し、
練習に励んできたが、達成できず、３位で悔しい結果に終わってし

まった。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　秋田県の代表として試合に出ること、応援することで支え合い、団結が深まった。総合
で７位入賞し、秋田のチームで戦ったことを誇りに思う。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　日頃の練習から常に試合を想定し、誰にも負けないという意識を持って練習してい
る。試合が近くなると、試合で勝つパターンのイメージを何度も繰り返し、良いイメージ
を頭の中に入れるようにした。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　大学進学し、秋田商業で得た経験と、初心の気持ち、感謝の気持ちを忘れずにまた１か
らスタートしていきたい。目標は１年生で学生チャンピオン。死に物狂いで努力し、高校
時代と違う「レベルアップした米澤圭」を目指していきたい。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　少年男子　フリースタイル60kg級　３位
秋田商業高校３年　米　澤　　　圭

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　全国選抜、インターハイに続き、国体優勝で全国三冠を目指し、
練習に励んできたが、達成できず、３位で悔しい結果に終わってし

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

レスリング　少年男子　フリースタイル60kg級　３位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　長崎国体の勝因は、チームの団結力を重視しお互いの点数を補
う事を意識しました。

Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　トラップ・スキート、共に３人１チームを意識し団結力を最優先に考えました。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　常に試合を意識して普段の練習を積み重ね試合の時に落ち着いた射撃が出来るよう
に心掛けて来ました。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　来年度も両種目共、上位入賞をして総合入賞もする心構えです。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

クレー射撃　トラップ　団体　３位
中　村　収　一

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　長崎国体の勝因は、チームの団結力を重視しお互いの点数を補
う事を意識しました。

Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

クレー射撃　トラップ　団体　３位

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　今回のレースは確実に入賞をと思って挑んだレースだったので、３
位という結果には大変びっくりしています。有力選手が競り合って

ハイペースでレースを進めていった中、それに惑わされず自分のペースを保ったことが良
かったと思います。結果的に前の選手の失格、失速などで、うまく３位に食い込むことが
できました。一人でペースを刻んでいけること、自信を持てるように改善してきたフォー
ム、という自分の持ち味を最大限に生かすことができたと思います。しかし、前の２人とは
まだ差があり、展開から見てもまだまだトップにはなれないと感じたレースだったので、こ
の結果を自信にするとともにもっと上を目指して日々努力を重ねていきたいと思います。
Q２．チーム秋田として意識していることを教えてください。
　秋田に選んでいただいて、秋田を背負ってレースに出る以上、必ず得点をとらなけれ
ばいけないと思っています。国体だけは失敗覚悟で挑戦するレースではなく、冷静に、確
実に得点をとれるレースを毎年心がけています。また、得点をとるだけでなく、チームに良
い雰囲気をもたらすことができるよう、初出場などで緊張していそうな選手にはなるべく
声をかけるようにしています。
Q３．全国で勝ち上がる上で大切にしていることを教えてください。
　３つあります。１つ目は、考える事。高校を卒業する時、恩師の大友先生が、「今、この瞬
間を、夢のために使えているか。」を考えて行動しろと話してくださいました。これはただ
常にがむしゃらに頑張るというのではなく、今頑張っていることが本当に夢に結びつくの
かも考えることであると思っています。常に前に進むためには、ライバルと自分の違いを
分析し、それを埋めるためには何が必要なのか把握して、それを克服するための努力を
することが必要だと考えています。２つ目は、感謝です。今回も、県が選んでくれたからこ
そ、入賞することができました。また、出場するにあたってたくさんのお金がかかり、そし
てたくさんのコーチ陣の方々の支えもありました。レース中もたくさんの応援が聞こえま
した。今回に限らず、いつもたくさんの援助、応援のおかげで陸上競技ができています。
たくさんの方々への感謝は、忘れてはいけないことだと思っています。３つ目は、陸上競
技を好きだという気持ちを忘れないことです。結果を出すことを求められるとそれが足か
せになってしまい、競技が嫌いになってしまう人はたくさんいます。しかし、それでは陸上
競技に対して失礼だと思います。好きで始めたからこそ、どんなに苦しくても楽しんで取
り組んでいきたいです。また、心の底から楽しんでやっている姿を見せることが、応援し
てくださる方々への最大の恩返しではないかとも思っています。
Q４．来年度の抱負（目標）を教えてください。
　世界陸上に出場することです。僕はまだ国際大会に出場したことがありません。来年
から社会人となり、学生とは違った立場で陸上競技をすることになります。１年目から世
界を経験することで、今後の道が開けると思います。また、出場しただけで終わらせるの
ではなく、世界で戦える選手に成長することも、来年度の目標です。

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

陸上競技　成年男子　10000ｍ競歩　３位
早稲田大学４年　小　林　　　快

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。
　今回のレースは確実に入賞をと思って挑んだレースだったので、３
位という結果には大変びっくりしています。有力選手が競り合って

ハイペースでレースを進めていった中、それに惑わされず自分のペースを保ったことが良

Q１．今大会の結果について感想、勝因を聞かせてください。

陸上競技　成年男子　10000ｍ競歩　３位



8

第69回国民体育大会秋田県選手団懇談会

公益財団法人秋田県体育協会
会　長　鈴　木　洋　一

公益財団法人秋田県体育協会
副会長　鈴　木　斌次郎

公益財団法人秋田県体育協会
ゼネラルアドバイザー
中　村　和　雄
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　平成 26 年 11 月 29 日（土）、秋田市北部市民サービスセンターにおいて第７期秋田県中学生強化選手指定
証交付式を挙行した。
　今回は陸上競技、サッカー、テニス、バレーボール、ハンドボール、ソフトテニス、フェンシング、バド
ミントン、ライフル射撃、ラグビーフットボールの 10 競技 39 名が指定され、堀井副知事からは「県・県教
委・県体協の三者が一丸となってスポーツ王国秋田の復活に向けて頑張ろう。そのためには何よりも若い選
手の強化・育成が大切だ。そういう思いから、本制度と高校生年代では強化拠点校制度の２つがスタートし
た。これから皆さんには、強化拠点校等と一緒になって、様々なトレーニングや研修にも取り組んでもらう。
2020 年東京五輪を担う皆さん方には、夢は大きく、その実現には多くの努力が必要だが、果敢に取り組み、
高い志を持ってこれからも頑張ってもらいたい」と激励。選手を代表しては、児

こ だ ま

玉　樹
いつき

（ラグビー・将軍野
中３年）選手が「競技力向上はもちろんのこと、学習面、生活面においても指定選手としてふさわしい行動
をとり、秋田県の枠を超え、世界でも戦える選手として、志を高くもって毎日の練習に全力で取り組み、応
援してくれる仲間やサポートしてくれるたくさんの人たちに対する感謝の気持ちを忘れずに、これからも努
力していきます」と力強く決意表明した。
　交付式の後には、選手のメディカルチェックとして採血検査及びドクターによる身体検査が行われた。

【インタビュー】①指定選手になっての感想　②アピールポイント　③どんな選手を目指していますか？

堀井副知事より代表者へ
指定証交付

堀井副知事より
激励の言葉

採血検査 超音波チェック 関節可動域チェック

酒
サ カ イ

井さゆり　(男鹿南中１年 )　種目：フェンシング
①技術はまだまだですがとてもうれしく思います。
②足の動きが凄く得意です！
③インタビューが上手で、太田雄貴選手みたいにキビキビした動きが出来る選手になりたい！

①指定選手になっての感想　②アピールポイント　③どんな選手を目指していますか？【インタビュー】

酒
サ カ イ

井さゆり　(男鹿南中１年 )　種目：フェンシングさゆり　(男鹿南中１年 )　種目：フェンシング
①技術はまだまだですがとてもうれしく思います。
②足の動きが凄く得意です！
③インタビューが上手で、太田雄貴選手みたいにキビキビした動きが出来る選手になりたい！

【インタビュー】

①技術はまだまだですがとてもうれしく思います。
②足の動きが凄く得意です！
③インタビューが上手で、太田雄貴選手みたいにキビキビした動きが出来る選手になりたい！

渋
シ ブ ヤ

谷　柊
シュウエイ

永　(男鹿東中３年 )　種目：ラグビーフットボール
①実感はまだわかないですが、嬉しいです。
②キッカーなので、蹴るところを見てください！
③味方をしっかり動かしてゲームメイクできる選手になりたい！

渋
シ ブ ヤ

谷 柊
シュウエイ

永　(男鹿東中３年 )　種目：ラグビーフットボール　(男鹿東中３年 )　種目：ラグビーフットボール
①実感はまだわかないですが、嬉しいです。
②キッカーなので、蹴るところを見てください！
③味方をしっかり動かしてゲームメイクできる選手になりたい！

田
タ ム ラ

村　泰
ヤ ス ト

達　(秋田大学附中２年 )　種目：ライフル射撃
①マイナーな競技で、県代表に選ばれると思っていなかったので驚いています！
②調子の悪い時でも、すぐに気持ちを切り替えられるところです！
③競技の面だけでなく生活面もキチッと出来るようになりたい！

田
タ ム ラ

村 泰
ヤ ス ト

達　(秋田大学附中２年 )　種目：ライフル射撃　(秋田大学附中２年 )　種目：ライフル射撃
①マイナーな競技で、県代表に選ばれると思っていなかったので驚いています！
②調子の悪い時でも、すぐに気持ちを切り替えられるところです！
③競技の面だけでなく生活面もキチッと出来るようになりたい！

ガ
ン
バ
レ
‼
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　県内の高校、中学校、小学校、スポーツ少年団等の指導者で、学校の
先生以外の方で頑張っており、かつ好成績を残している方にスポットを
当て、児童・生徒への独自の指導方法や経験などを取材した。

　県内の高校、中学校、小学校、スポーツ少年団等の指導者で、学校の
先生以外の方で頑張っており、かつ好成績を残している方にスポットを
当て、児童・生徒への独自の指導方法や経験などを取材した。指導者に聞く

小
お

　野
の

　祐
ゆ

　佳
か

　（秋田県カヌー協会　カヌースプリント競技）
経歴：小学校３年生から本荘市主催カヌー教室に参加し本荘ジュニアカヌークラブに所属しながら
競技を続ける。中学時代からジュニア日本代表チームに所属し、大学生からは日本代表チームのメ
ンバーとして活躍した。
全国中学生大会　優勝、アジア選手権大会２位、世界ジュニア選手権カヌー大会 JWK2-1000m ８
位 500mBF ５位、W 杯出場、世界選手権出場などかずかずの実績を持つ。
本荘高校時代は秋田わか杉国体で準優勝、総合開会式では選手宣誓を務めるなどの活躍も見せた、卒
業後は筑波大学に進学して競技を続け、現在は秋田県職員（由利高等学校職員）として勤務する傍ら、
秋田県カヌー協会　カヌースプリント競技中学生担当コーチとして、ジュニア選手の育成に励んで
いる。
指導者となってから日は浅いが、教え子は平成 25 年度北部九州インターハイ第３位、東京国体第３
位と結果を残している。現在指導している中学１年生４名は東北中学カヌー大会１年生の部で１位

から４位までを独占しており、今後指導者としての更なる活躍が期待できる。

指導のスケジュール：週５日（日・火・水・木・土、土日は２部練習）

選手数：中学校１年生４名

Q：指導者としてまだ１年と少しですが、色々と選手時代と違って戸惑うこともあるかと思います。
現在の指導で心がけていることはなんですか？

　一つ目は競技者としての指導。
　４人とも去年まで小学生だったので、素直でがんばり屋、でもまだ競技について深く考えたり、自
分で考えてやってみるという応用が少ないと感じている。選手には常に PDCA サイクル（plan-do-
check-act）を大事にして指導している。自分の将来像をしっかりと持ってもらい、特に自分の感覚や
考えを自分の言葉で探し表現し、どう練習メニューや試合に生かせるかを考え取り組んでもらいたい。
そのうえで、自分の状況を把握し、次に取り組まなくてはいけない事を確認しながら、チーム全体で
少しずつ変わっていければいいなと思う。
　選手によっては言葉で表現説明するよりも感覚が大事になることはあるので（カヌーはこっちの方
が多いかも）、選手によって必要な場面で指導分けしているつもりです。冬期間は夏に向けて具体的な
目標がもちにくいので、いかにモチベーションを上げて取り組めるか、つらいけど楽しい練習ができ
る環境づくりを心がけています。
　二つ目は人としてです。私自身も恩師から競技以外の事を沢山教えていただきました。
　スポーツ選手である前に人として必要なこと、あいさつ、整理整頓、物を大切にし、何よりまわり
に感謝すること。カヌーが好きでやりたくて、させてもらえていること、特に大会時にはレースがで
きること（家族の支援、練習場の管理人の方たち、大会運営スタッフ、一緒にレースをするライバル・
チームメイト）への感謝を忘れて欲しくないです。お返しの方法はレースを本気で漕いで、タイムを
出してベストを尽くすこと、何よりも勝つことだよと伝えてます。また、結果的にそれが自分のため
になるよねって教えてます。

Q：自身の仕事と指導の両立をする上で気をつかっていることや、課題などはありますか？

　カヌーは日常生活にあるどの動きとも違います。２時間近く水の上に細いボートとパドルだけでいることを当たり前に
しないといけない競技です。それができた上で「水を捉える技術」と「捉えた水を逃さないでボートを進めるパワー（乗
艇練習で身につくものに限らず）」も毎日の積み重ねがないと身についていかないと思っています。水の上で生活してい
るくらいにならないと本当はダメかもしれません。だから毎日トレーニングをする必要があります。
　でも、仕事の都合で来れないときもあります。保護者の方に協力していただいて私が行けないときに安全面だけでもみ
てもらっています。本当にみなさんの協力のお陰です。わたしがこのクラブでやっていたときは自主練があったので、今
の選手たちもチームはオフでもできることを自主練でして欲しいです。

Ｑ：成功の秘訣は何かありますか？

　ずばり「楽しむこと！」ICF（国際カヌー連盟）のスローガンは「Always Moving Forward ！」で素敵なんです！
　いろんな捉え方ができますが、常に前に進む、進めないときや落ち込んだときは進めるようになったときのための準備
をする。まだ４人はこれからですが、高２には全国優勝できるように、できれば国際大会でも活躍できるくらいになって
欲しい。
　常にどうなりたいか、どうありたいか頭において練習に取り組んで欲しいと思います。

Ｑ：今後の目標等

　以前のこのクラブは、日本一になることが当たり前のチームでした。今も、そしてこれからもそうあっ
て欲しい！
　４人の決意はまだ“ふわふわ”しているけど、世界に目を向けてほしい。
　「オリンピックで活躍」することが、４人の目標でもあり、私の恩師や私の目標でもあります。カヌー
だけが人生じゃないし、でも、なにか思いっきり打ち込めるのは限りがあるから、今を全力でがんば
れるようにサポートしたいと思います。

　カヌーは日常生活にあるどの動きとも違います。２時間近く水の上に細いボートとパドルだけでいることを当たり前に
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れるようにサポートしたいと思います。
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　県内の高校、中学、小学、スポーツ少年団等に在籍する選手で、
今後の全国大会で入賞が狙え、将来世界の舞台へ羽ばたく期待の星
を紹介します。

　県内の高校、中学、小学、スポーツ少年団等に在籍する選手で、
今後の全国大会で入賞が狙え、将来世界の舞台へ羽ばたく期待の星
を紹介します。Go forward !!

カヌースプリント
　カヌースプリント競技は、直線コースをいかに早く漕ぎきるかを争う競技です。競技には、進行方向に向かって両ひざをそろえ
足を前に出して座り、両端にブレード（水かき）がついたパドルを左右交互に漕いで進む「カヤック」と、立てひざの姿勢で座り、
片側にブレードのついたパドルで艇の片側だけを漕いで進む「カナディアン」の 2 種類があります。（カヤックは、1 人乗り、2
人乗り、4 人乗りがあり、カナディアンは 1 人乗り、2 人乗りがあります。）
　今回は、本荘ジュニアカヌークラブに所属しながら、昨年（小学６年生）のＢ＆Ｇ杯全国少年少女カヌー大会で１位２位（カヤッ
クペア）を独占した、これからの期待の星の４人を紹介します。

　今年から中学校に進学し学校は別ですが、由利本荘市内にあるアクアパルに集合して練習を
していました。学校には部活がないことから秋田県カヌー協会の小野祐佳さんを中心に少数で
はありますが、寒い中みっちりきつい練習をこなしていました。
　
　Ｑ：カヌーのエルゴメーターを、みなさんと同じ強度で体験させてもらいました。非常にき

ついですね、みなさんは軽々と何セットもしていましたが、得意な練習や苦手な練習は
ありますか？またどんなことを考えて練習に取り組んでいますか？

　阿 部 君：好きな練習はサーキットトレーニングで苦手な練習は中距離のランニングです。
　　　　　　今現在はフォームを改善し体幹を強くした上でバランスをよくすることを意識し

て取り組んでいます。
　北 嶋 君：好きな練習は 30 分くらい乗艇練習でフォーム漕をしたあと筋トレを集中してや

るメニューです。苦手な練習は練習前の長距離走です。
　　　　　　来年の全国大会では A 決勝に残り、３年生では優勝できるように意識を高く毎

日の練習を大切にしています。
　佐々木君：好きな練習は乗艇練習、苦手な練習はランニングやエルゴメーターです。
　　　　　　500 ｍで２分を切るために、毎回自分の自己記録を更新できるように追い込ん

でます。
　松 川 君：好きな練習はカヌーを漕ぐことで、苦手な練習はストレッチの股わりです。
　　　　　　全国で優勝できるように、風邪などを引かないように体調管理を大切にして冬場

のトレーニングを頑張ります。

　Ｑ：カヌーに乗るのはみなさん好きですが、競技に必要な体作り等はまだまだ苦手なようで
すね、これから体作りが重要になりますので苦手練習を楽しみながら強くなってくださ
い。全国優勝などを経験しさらに大きな大会等に挑むと思いますが、最後にみなさんの
目標を教えてください！

　阿 部 君：オリンピックに出場することです！
　北 嶋 君：国体で優勝して、オリンピックで入賞したい！
　佐々木君：オリンピック出場！
　松 川 君：全国で優勝すること！そして医者になることです。

　みなさんの目標は、すでに夢ではなく目標になっていました。人数は少ないものの与えられ
た環境で、高い質を求めてトレーニングする姿や将来を見据えたまなざしは、すでにトップア
スリートそのものでした。また、指導者の高い目標意識が選手達の気持ちを変え、さらには全
国や国際大会で活躍している先輩たちが数多くいる事にこのチームのレベルの高さを感じまし
た。練習では当然厳しさがありますが、カヌーが好きで楽しんでいることが伝わってきます。
　隣では次世代の選手も練習をしていました。このチームの選手達ならオリンピックという舞
台に出場するだけでなく、日の丸を高いところに挙げてくれる選手になってくれるだろうと予
感をさせてくれました。次は水上にいるときに是非応援に行きたいと思います。

阿
あ

　部
べ

　智
とも

　礼
のり

本荘南中学校１年生

北
きた

　嶋
しま

　優
ゆう

　翔
と

本荘南中学校１年生

佐
さ さ き

々木　　　絵
かい

本荘東中学校１年生

松
まつ

　川
かわ

　　　瑛
あきら

本荘南中学校１年生
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　本校は「秋田県立秋田工業学校」を前身とする、県内を代表する工業高校である。校章
は「秌（秋の本字であり、穀物が実る豊穣を意味している）」に工業の「工」を組み合わせ、
限りなく発展する学校であるようにとの願いが込められている。部活動は全国大会優勝15回

のラグビー部、全国入賞常連の陸上競技
部など各部が全国大会で活躍している。
本年は明治37年の創立から今年でちょう
ど110周年に当たり、様々な記念事業が
行われた。

　今年度秋田工業高校に赴任し、監督を務めてお
ります。歴史と伝統ある学校で実績のあるチームを
指導することになり、日々誇りに感じながら指導を
行っています。
　指導をする際は「人間的な成長なくして勝利な

し」と考え、規律ある生活態度や行動を部員に求めています。また、校訓の「質実剛健」を胸
に、飾らずともこつこつと努力することの大切さをチーム全体で共有し、日々の練習に向かって

います。
　今年度は全県総体と全国高校柔道選手権県予選で優勝し、インターハイと高校選手権に団体で出場すること
ができました。インターハイでは全国で強豪校として知られる京都学園高校に勝利し、大きな成果を上げること
ができたと感じています。今後はさらに目標を高く置き、少しずつステップアップしながら最終的には「日本一」を
目指します。
　指導者としてはまだまだ未熟ですが、研鑽を重ね、生徒とともに成長していきたいと考えています。

　学校創立直後の明治40年に講道館より柔道教師が派遣されて活動を始め、昭和10年に創部された。
　これまで故國安教善氏（前県柔道連盟会長）や白瀬英春氏（現東海大学柔道部総監督）など名選手を輩出してき
た。第１回世界柔道選手権覇者の故夏井昇吉氏（元県柔道連盟会長）も柔道部のＯＢではないが本校の卒業生であ
る。
　低迷した時期もあったが、佐々木伸一現部長が平成６年に監督として赴任してから盛り返し、ここ５年ではインター
ハイと高校柔道選手権の団体に合わせて６回出場するなど強豪校となってきた。個人では現部員の清水拓実（２年、
100㎏超級）が東北優勝するなど力をつけており、今後の全国大会での上位
入賞を窺っている。
　10月には220畳（試合場２面）の新道場が
完成し、すばらしい環境で練習させていただ
いている。このような状況の下、今後の全国
大会上位入賞を目指して、日々練習を積み重
ねている。

強化拠点校紹介

秋田県立秋田工業高等学校

男子柔道部
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　学校創立直後の明治40年に講道館より柔道教師が派遣されて活動を始め、昭和10年に創部された。
チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介チーム紹介

校　　章 校　　　　　訓

監督　藤
ふ じ

　原
わ ら

　淳
じゅん

　一
い ち

■競技歴：秋田高校→秋田大学
　　　　　平成18年度兵庫国体成年男子第５位
　　　　　平成25年度全国教員大会第２位
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　私はこれまで「伝統
ある秋工柔道部を復活
させたい」という一念で
取り組んで参りました。

私が一貫して取り組んできた指導は、柔道を通しての人づくりです。人格、礼儀、気品の上に成
り立つ強さこそが本物であり、「金砂健児」らしく「質実剛健」であることを生徒に求めていま
す。

　赴任して通算19年目になりますが、わずかに部員が１名の時期もありました。何度も柔道の名門校と呼ばれる
学校に挑戦しては跳ね返され、勝てない時期もありました。そんな状況が続いても、ＯＢを始め多くの方々が支え
てくださいました。そして「すべてに対する感謝の気持ち」と「不屈の精神」が生まれ、「勝っておごらず、負けて
腐らず」で頑張ってきました。また部訓に「誠実」「努力」「忍耐」「不屈」を掲げ、「最後まで一本を取りに行く」
ことを心掛けて練習してきた結果、県予選で勝つなど少しずつ成果が上がるようになってきました。
　今年度は全県総体と全国高校柔道選手権県予選の団体で優勝し、インターハイでは念願の一勝を上げること
ができました。勝負をかけた試合での勝利は感激もひとしおですが、その時に常に感じるのが「この一瞬のため
に毎日の積み重ねがあり、今この瞬間が生徒の未来へと繋がっている」ということです。これからも一瞬を大事に
し、日々の指導に当たっていきたいと思います。
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部長　佐
さ さ き

々木　伸
し ん

　一
い ち

■指導歴：インターハイ男子団体出場（平成23年度、26年度）
　　　　　全国高校柔道選手権大会男子団体出場（平成22年度、23年度、26年度）

清
し み ず

水　拓
た く み

実　２年：主将
　来たる 1 月の東北大会で個人 2 連覇、3 月の高校選手権では
個人ベスト 8 以上を目指したい。チームとしても上位を目指し
て、全体を引っ張っていきたい。
■座右の銘：勝って兜の緒を締めよ

高
たかはし

橋　　諒
りょう

　２年：副主将
　一戦一戦集中してチームに貢献する。一本を取る。
■座右の銘：先手必勝

今
こ ん の

野　　快
かい

　２年
　今回全国高校選手権の切符を手にすることができた。しかし
まだまだ全国や東北で勝つようなチームではないので、これか
ら上位に上がっていけるよう日々精進していきたい。
■座右の銘：努力

恵
え さ か

阪　拓
た く と

斗　２年
　ケガを早く治して、技の切れや威力を上げていきたい。日々
の練習では自分の限界に挑戦することを心がけて頑張りたい。
■座右の銘：挑戦

武
た け だ

田　恵
けいすけ

輔　２年
　一戦一戦全力で試合をできるように頑張る。
■座右の銘：日進月歩

小
こ に し

西　健
け ん た

太　２年
　チームのために今自分のできることを全力で頑張る。そのた
めにもっと「心技体」を全般的に高める。
■座右の銘：精神一到 

遠
えんどう

藤　壮
そ う た

太　１年
　一日一日の練習を大切にして、強い体をつくり大会で勝てる
よう頑張る。
■座右の銘：不撓不屈

進
しんどう

藤　翔
しょうた

太　１年
　チームの勝利に貢献できるよう日々の練習に取り組む。
■座右の銘：一戦集中

堀
ほ り い

井　正
しょうじ

次　１年
　日々の練習を全力でやり、試合で良い結果が出せるよう努力
　していく。
■座右の銘：日進月歩

姉
あねざき

崎　凌
りょうた

太　１年
　全国大会までは自分の課題を克服するとともに、体重を増や
すなど自分にできることをしっかりやっていきたい。
■座右の銘：外柔内剛
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 　大正９年に秋田市商業高校として開校し、昭和23年度に「秋田市立秋田商業高等学
校」に改称。この時から男女共学となり、現在は718名（男子310名、女子408名）の生徒
が学んでいる。「校訓三綱領」は、大正９年４月黒沼義介初代校長によって制定されたも
の。以来「秋商」は、この精神に則り社会の要請に応えるべく、多くの有為な人材を輩出
してきた。平成12年の創立80周年を機に、「三綱領」
の精神継承の声があがり、平成14年、新校訓「感謝・

勤勉・鍛錬」が制定された。「秋商」の歴史と伝統につながる現在を深く自覚し、
日 、々そして将来にわたって目指すものとなっている。
　部活動が盛んで、野球部やレスリング部を始め、全国レベルで成績を残す部が
多数あり、プロスポーツ選手も輩出している。今年度インターハイにはレスリング、
柔道、剣道、卓球、テニス、水泳が出場している。また、商業系の科目を重視してお
り、様 な々資格の取得にも力を入れている。

　大正13年に創部。過去にはインターハイ２年連続準優勝という輝かしい記録を持っており、現在も秋田県では団体
戦の最高実績である。近年では、男子は県優勝から遠ざかっているが、女子はここ10年で５回優勝している。全国の
強豪校と比べると団体戦ではまだ力の差を感じる部分も多いが、個人では入賞
者も出ている。現在は新チームに移行し、２年生５名での活動となっている。
今年度の成績は団体戦インターハイ出場（１回
戦敗退）、個人インターハイ１名出場（２回戦敗
退）、東北大会１名優勝。また、全県新人大会で
は３階級で優勝し、全国高等学校柔道選手権
大会の出場権を獲得している。飛び抜けて強い
選手はいないが、総合力で勝負するチームで、互
いに競い合いながら競技力を伸ばしている。

※括弧内は今年度の成績
 ４月下旬… 全県選抜高等学校柔道大会（団体１位）
 ５月上旬… 若獅子旗柔道大会（団体２位）
 ５月上旬… 中央支部総体（団体２位、個人１位１名、２位２名）
 ６月上旬… 全県総体（団体１位、個人１位１名、２位２名）
 ６月下旬… 東北高等学校柔道大会（団体予選敗退、個人１位１名）
 ７月中旬… 金鷲旗高校柔道大会（団体１回戦敗退）
 ８月上旬… 全国高校総体（団体１回戦敗退、個人１名２回戦敗退）
 ９月中旬… 加藤杯争奪全県選抜柔道大会（団体１位）
 10月中旬… 全県高等学校柔道大会（団体１位）
 11月上旬… 中央支部新人（団体１位、個人１位２名）
 11月下旬… 全県新人（団体３位、個人１位３名）
 １月下旬… 全国高等学校柔道選手権大会東北予選
 ３月中旬… 全国高等学校柔道選手権大会

強化拠点校紹介

秋田市立秋田商業高等学校

女子柔道部

 　大正９年に秋田市商業高校として開校し、昭和23年度に「秋田市立秋田商業高等学
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年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール
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新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介新チームメンバー紹介
１．鈴

す ず き
木みのり（２年、主将）

２．部員全員心を１つにして勝利する
３．試合は気持ちで負けていたら勝つことはできないし、チームワークの駄目なチームは団体戦で勝つことはできない。試合で勝つには、

部員全員の心が１つになっていないと勝てないことと、精神力を強くさせることを学んだ。
４．背負い投げ　　５．勝平中　　６．57㎏級

１．畠
はたけやま

山千
ち ふ ゆ

風優（２年、副主将）
２．インターハイ出場
３．部活では練習や試合を通して、チームで戦うことの大切さを学んだ。柔道は個人競技だが、チーム全員の気持ちが同じ方向を向いてい

ないといい結果が出ないので、一致団結してインターハイに向かい努力していく。
４．内股　　５．飯島中　　６．70㎏級

１．櫻
さくらば

庭　千
ち え

栄（２年）
２．団体・個人ともにインターハイ出場
３．チーム力で勝つことの大切さ。一人一人の小さな力を合わせてチーム一丸となって勝ち、チームの目標と個人の目標達成に向けてがん

ばっていきたい。
４．背負い投げ　　５．天王中　　６．52㎏級

１．木
き と う

藤　瑠
る な

那（２年）
２．インターハイ出場
３．学んだことは、皆で良い雰囲気をつくって声を出し盛り上がった練習をし、寝技の移行など粘り強い攻めをしていくこと。
４．払い腰、釣り込み腰　　５．能代二中　　６．78㎏級

１．吉
よ し だ

田　瑞
み ず ほ

穂（２年）
２．全県優勝
３．仲間と協力することの大切さ。今まで団体優勝してきたのも、お互いに協力し合うことができたからだと思っている。
　　今後も声をかけ合い、全県優勝したい。
４．内股　　５．羽城中　　６．52㎏級

　今年の４月から監督となり、高校時代の恩師牧野先生の母
校である秋田商業に赴任することができ、責任感と使命感で
いっぱいである。強化拠点校ということもあり、実績を残すこ

とももちろんだが、生徒に何かを残す指導が大切だと思っている。挨拶といった礼儀はもちろ
ん、日常生活の行動も柔道につながると考え普段から指導している。また、基本的な反復練習
が不足しているため、反復練習を多くこなし、技術の向上を中心に日々練習している。高校で
の部活動を通し、社会で必要なことを学ぶとともに、将来柔道に関わっていくような生徒を育

成していきたいと考え、指導に励んでいる。

監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント監督コメント

監督　佐
さ

　藤
と う

　寛
ひ ろ

　仁
ひ と

朝トレ　月・水・金　7：45～8：15
　　　　月曜…長距離走と短距離ダッシュ
　　　　水曜…中距離のタイム計測と中距離ダッシュ
　　　　金曜…坂を利用したダッシュ
柔道　月～金　16：00～19：00、土・日・祝日　9：00～12：00　※大会が近い場合は２部練を実施
　　　寝技の補強・反復
　　　寝技の乱取り
　　　打ち込み・投げ込み
　　　立ち技の乱取り
　　　トレーニング

朝トレ　月・水・金　7：45～8：15
練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー練習メニュー

１．氏名　　２．目標　　３．部活動を通して学んだこと　　４．得意技　　５．出身中　　６．階級
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ふるさと選手紹介ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと

セーリング競技　齋　藤　大　輔　選手
【プロフィール】
現 住 所：東京都
出 身 地：秋田県にかほ市象潟町
出 身 校：上郷小学校－象潟中学校－本荘高校－明治大学
所　　属：美浜株式会社
主な戦績：第64回新潟国体　成年男子　国体シングルハンダー級　３位
　　　　　第65回千葉国体　成年男子　国体シングルハンダー級　２位
　　　　　第67回岐阜国体　成年男子　国体シングルハンダー級　６位
　　　　　第68回東京国体　成年男子　国体シングルハンダー級　７位

　中学生の時、長野オリンピックをテレビで見て「オリンピックでメダルがほしい！」
と強く思い、高校進学後は夏季競技で個人種目の部活動をやろうと決めた齋藤選手。い
くつか候補にあった部活動を見学に行った結果、自然の力のみで水を切っていく爽快感
に感動し、また、チームの雰囲気が楽しそうなヨット部（セーリング競技）に入ってオ
リンピックを目指そうと決めたことが競技を始めたきっかけだと話す。競技の魅力は、
自然との一体感、風を捉えて走る爽快感や風を読み切ってトップを走ったときの充実感
であり、国内外の遠征をとおして世界中に友人ができるところも醍醐味とのこと。今年
の長崎国体は、仕事の都合上、事前の練習不足が否めない大会となり、前半からリスク
を取るレース展開で入賞を逃す反省点の多い大会となった。しかし、来年の和歌山国体
からは艇種変更により、齋藤選手が出場している国体シングルハンダー級がオリンピッ
ク種目であるレーザー級に変更となる。この艇は、これまでの艇よりも乗りこなすことが難しいと言われているが、
過去に乗り込んだ経験のある齋藤選手にとっては逆にアドバンテージが活かせる絶好のチャンスとなる。現に今年の
９月に和歌山県で開催されたリハーサル大会では、変更となるレーザー級に出場して優勝を果たしており、おのずと
来年の和歌山国体では上位入賞の期待がかかる。現在在住の東京都には艇がないため、基本的に普段は海上での練習
はできないうえ、海外出張も多い齋藤選手。決して恵まれた練習環境とは言えない状況下で、かつ他県から国体に出
場するという選択肢もありながら、本県の代表として国体に出場している背景には、オリンピックを目指していると
きに応援してくれた県セーリング連盟を始めとする多くの方々への感謝の表れがある。自身の他に「国体入賞レベル
の選手が本県から輩出されるまでは競技を継続しなければと思っている」と話す齋藤選手からは、本県の代表として
の自覚と責任感の強さが感じられる。

【齋藤選手から本県のセーリング競技者へのメッセージ】
　セーリング競技を守り続けてくれていることに感謝しています。熱意
と工夫と継続で必ず成果は出るので、研究を怠らず、できることを一生
懸命してほしいです。また、遠征先ではその土地の文化を学び、友人を
たくさん作って自分の世界を広げてほしいです。大切なことは、外から
自分の住んでいるところを見ることだと思います。

◆国民体育大会ふるさと選手制度
　成年種別に出場する選手は、居住地を示す現住所、勤務地、ふるさとのいずれかを拠点とした都道府県から参加することが
できる。ふるさととは、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県とする。我が国の競技力向上を支
援する観点より、日本国籍を有する者及び永住者については、日本における滞在期間に関わらず、本制度を使用できるものと
する。

〔注〕ＪＯＣエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置有り。
※公益財団法人日本体育協会　国民体育大会ふるさと選手制度より一部抜粋

　国民体育大会における成年種別の参加資格の一つにふるさと選手制度がある。この企画は、

県外に就職をしながらも、制度を活用し本県の代表として国体に出場している選手を取り上げる。

今回は、これまで11回の国体出場を数え、４度の入賞を果たしたうえ、2009年、2010年にはナショナルチーム

入りしていた経験を持つセーリング競技の齋藤大輔選手を紹介する。
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　ここでは、その種目の一番を目指して頑張っている選手や競技団体を紹介するとともに、その競技の普及を図り、
競技人口を増やすことによって強化する目的を持った企画である。
　ここでは、その種目の一番を目指して頑張っている選手や競技団体を紹介するとともに、その競技の普及を図り、
競技人口を増やすことによって強化する目的を持った企画である。

Go for it !! 秋田県ボクシング連盟

　オリンピックにおけるボクシング競技は1904年、セントルイスオリンピックから男子のみ実施され、2012年ロンドンオリンピックか
ら女子も導入された。年齢制限が存在し、出場資格は男女とも17歳から40歳までとなっている。また国内においては女子の普及ととも
に、アンダージュニア（小中学生）の強化も行われており、各ブロック大会を経て全国大会も開催されている。

　競技はリング内で競技会を管理する１名のレフリーと、リングサイドで採点
する複数のジャッジで行われ、両競技者の勝ちを競技規則に基づき判断す
る。また、年１回及び競技会において健康診断が義務づけられ、競技中は医
師がリングサイドで待機する等、健康管理に十分配慮されていることもボク
シング競技の特徴である。
　インターハイ、国体の正式競技であり、２年後の岩手国体からは女子の正
式種目として開催が見込まれている。

【ボクシング競技】

秋田県ボクシング連盟　理事長
菅尾　義弘(すがお　よしひろ)氏
　2009年から秋田県連盟主催で、ボクシングの普及と競技人口の拡大を目的に、夏休み期間中に２回、体験ボクシング教室
を開催し今年で６年目を迎える。2011年からは体験ボクシング教室の参加者の要望により大仙市ボクシングクラブを設立し
た。その後、小学生の加入者の増加に伴い、今年10月にボクシングスポーツ少年団を大仙市協和に発足し、アンダージュニアの
強化に本格的に取り組みを開始する。

　体験ボクシング教室を経てボクシングクラブを設立したが、当初は参加者が来なかったり、他の団体が体育館を使用する際は使用を断られ
ることも多々あった。しかし、クラブ活動をしていた中学生が高校進学後、ボクシング部で活躍するようになってからは地域の方々からも認知
されるようになり、徐々に加入者も増加してきている。

　アンダージュニア大会の種目は演技の部（打撃、防御、バランス、パンチの強さ、スタミナ等の各項目の採点）
と実践の部（競技）となっている。来年度は初の県大会開催、選手個々の力量を見極め東北アンダージュニア大
会出場を目指すとともに、女子の強化にも取り組みたい。
　また、活動は小学生が中心となっているが、中学校進学後は秋田県中学生強化事業の活用を視野に入れ、高校
ボクシング部と連携を密にして、高校進学後全国レベルで活躍する選手の育成に努めたい。

　○ファイティングファルコン協和ボクシングスポーツ少年団（週２回）
　　※ボクシングのスポーツ少年団としては県内初、全国でも８番目に認可されました。
　　活動内容
　　　当団は、大仙市協和小学校の生徒を中心に勝平小学校や大曲小学校の生徒が、団

員として十数名所属しており、週２回大仙市内の体育館で活動しています。ボクシング
を通じ心身を鍛え、将来素晴らしい人間へと成長するため仲間とともに切磋琢磨し活
動しています。当団には女の子も複数名おり、競技としても護身術としても推奨してい
ますので男女問わず幼少期から参加できます。

　　　現在は週に２回の活動ですが、秋田県からはボクシングでオリンピック選手や世界
チャンピオンも輩出されています。将来的にオリンピックで金メダルを目指すもの、プ
ロで世界チャンピオンを目指す仲間と、今から期待を持てる逸材が揃っていますので、
スタッフ一同、夢に向かって頑張っています。

スポーツ少年団　代表　高橋　辰留　

　○体験ボクシング教室の開催（大仙市内の体育館、金足農業高校など）

　○秋田県小・中学生強化事業（強化練習・月１回）

　○合同練習会（東北各県のアンダージュニア、女子、県内各高校ボクシング部）など

【キーパーソンに聞く!!】

Q.活動に至った経緯や、どういった所を対象にまわったか教えてください。【普及にまつわるエピソード】

Q.成果が見えてきた今、今後の仕掛け等次のステップを教えてください。【今後の展望】

【その他のボクシング関連の活動】



18

いざ、冬の陣！
12月21日の全国高等学校駅伝競走大会を皮
切りに、高校生スポーツ冬の陣が開幕する。
出場する各高校のチーム状況と大会への抱
負を紹介する。

湊谷 春紀キャプテン湊谷 春紀キャプテン
　10月12日の県予選では大会記録を更
新することができたものの、全国レベル
で勝負できるタイムではありませんでし
た。今後、残りの時間で見つかった課題
を克服し、全国レベルを想定した練習を
積んでいきたいです。また、全国高校駅伝では今まで支えて
くださった方々や応援してくださった方々への感謝の気持ち
を力に変えて、チーム一丸となって攻めの駅伝をしたいと思
います。そして最後まで諦めず、師走の都大路を全力で駆
け抜けます。

長谷川 暢キャプテン長谷川 暢キャプテン
　全国高等学校バスケットボール選抜
優勝大会秋田県予選を終えて、秋田県
の代表として多くの期待を背負って戦っ
ていきたいです。
　そして、インターハイ・国体の課題であ
るリバウンドを意識し、練習に取り組んでいます。また、三
年生にとって最後の大会になるので三年生が中心となって
チームをまとめ、後悔のないように全力で試合に向かって
いきたいです。
　多くの方々が、私達を支えてくれて今があります。感謝の

気 持 ち を
持って日本
一を目指し
て頑張って
きます。こ
れからも応
援のほどよ
ろしくお願
いします。

成田 利奈キャプテン成田 利奈キャプテン
　私たちの全国高校駅伝での目標は、
入賞（８位まで）することです。前半戦か
ら、トレーニングの時間帯や内容に例年
以上の工夫を加え、インターハイでの経
験もチームのプラスとなり、より全国を
見据えた取り組みをしてきました。秋田県駅伝予選では、
初めて１時間10分台の壁を破ることができましたが、上で
勝負するにはここからのチーム力アップが必要だと思いま
す。一人ひとりが自分の課題と向き合い、克服できるように
し、トレーニング等を高めていきたいです。トレーニングは
もちろんですが、生活上から勝負するための心身作りをして

いきたいと思います。そして
全国高校駅伝では、チーム
一人ひとりの思いをたすき
に込め、つなぐ駅伝をしま
す。自分たちの走りを大き
く展開し、目標を達成でき
るように全力を尽くして頑
張ります。

阿部優美香キャプテン阿部優美香キャプテン

　
夏頃から練習でも大会でも上手くい

かないことが続き不安を抱えて予選を迎
えたので、優勝はもちろんですが、感触
の良いゲームができたことが喜びでし
た。昨年から取り組んできた戦術がやっ
と形になってきました。
　全国大会の権利を得た今は、さらに個人技と組織プレー
に磨きをかけ、特にチームディフェンスは、どこにも負けな
いという誇りをもって戦えるように準備しています。また、
これまでの大きな大会では、注意力を欠いたイージーなミ
ス、ミス後の大きな動揺、動揺後の立ち直り、動揺のチーム

全体への連鎖など、心理
面での課題が敗因の一
つになっていました。こ
れらの課題を克服し、全
国大会での勝利を重ね
ていきたいです。私の高
校最後の大会です。力を
出し切って頑張ります。

全国高等学校駅伝競走大会（男子）
秋田工業高校（２年連続20回目）

全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会（男子）
能代工業高校（45年連続45回目）

全国高等学校駅伝競走大会（女子）
花輪高校（3年連続８回目）

全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会（女子）
湯沢翔北高校（６年連続14回目）



19

◦全国高等学校駅伝競走大会 12月21日 京都府  西京極総合運動公園陸上競技場
◦全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会 12月23日～12月29日 東京都  東京体育館
◦全国高等学校ラグビーフットボール大会 12月27日～ １月 ７日 大阪府  近鉄花園ラグビー場
◦全国高校サッカー選手権大会 12月30日～ １月12日 埼玉県  埼玉スタジアム2002
◦全日本バレーボール高等学校選手権大会  １月 ５日～ １月11日 東京都  東京体育館

徳原 　奨キャプテン徳原 　奨キャプテン
　通過点である県予選を勝ち上がるこ
とができて、まずは一安心しているとこ
ろです。また、優勝が決まった瞬間はと
ても嬉しい気持ちでした。
　私たちの持ち味はアップテンポでボー
ルを動かす攻撃的なラグビーなので、その強みをさらに磨
き上げることと、強い相手を一発で倒すために、タックル力
の向上に力を入れています。
　目標は「日本一」です。春の全国選抜大会が終わった後か
ら決めていました。全国選抜大会を終えて、自分たちは全国
のトップを狙えると手応えを感じ、日々練習してきました。

今までやっ
てきたこと
を全国の
舞台で 発
揮し、目標
である「日
本一」を目
指します。

髙橋 　令キャプテン髙橋 　令キャプテン

　
予選を終え、まずは春高の出場権を得

たことをとてもうれしく思います。しか
し、ここがゴールではなく、スタートであ
ると常に思っています。インターハイで
はベスト16、雄物川が母体となって出場
した長崎国体では初戦敗退と、今年度は昨年度に比べて結
果を出すことができていないのが現状です。したがって、普
段の練習では、選手たち自身で厳しく練習に取り組み、こ
れまでの大会で浮き彫りになった課題を克服すべく、「執
念」バレーを磨く練習に励んでいます。春高では、応援して
下さるたくさんの方々への感謝の気持ちを胸に、３年生最

後の晴れ舞
台を有終の
美で飾るべ
く、決勝進
出 を 目 指
し、一戦必
勝で頑張り
たいです。

武田 勇人キャプテン武田 勇人キャプテン
　予選を終えて、全国大会へ出場できる
ことを嬉しく思います。劣勢の展開では
ありましたが、チーム一丸となって粘り
強く戦い抜くことができました。全国大
会では、県予選よりもレベルの高い相手
との試合になると思いますので、日々の練習をこれまで以
上に充実させ、力をつけて本番にのぞみたいと思います。
　大会では、これまで積み重ねてきたスタイルでチャレンジ
をして、秋田県代表として期待に応えられるように、一戦必
勝で頑張りたいと思います。

渡部 玲美キャプテン渡部 玲美キャプテン
　私たちは昨年の春高予選での敗退、イ
ンターハイで力を出し切れなかった悔し
さを糧に練習に励んできました。そして、
もう一度全国で戦いたいという強い気
持ちを持って春高予選に臨みました。予
選ではラリーをものにすることはできたものの、決定力不
足が課題となりました。全国を勝ち上がってきたチームを想
像すると、通用する１本の持続力が不足しています。本番ま
でに、個々の決定力の向上と、攻撃へつなげるためのブロッ
クとレシーブの関係を強化し、粘りのあるバレーボールを展
開していきたいと思います。全国は攻撃面でも守備面でも
レベルの高いチームが集まります。そのようなチームから自
ら取る１点にこだわり、県代表という誇りと自信をもって一

戦一戦勝負をしてい
きたいと思います。
「全員バレー」をモッ
トーに全力で戦い抜
きます。

全国高等学校ラグビーフットボール大会
秋田中央高校（３年ぶり９回目）

全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バレー・男子）
雄物川高校（２０年連続２０回目）

全国高校サッカー選手権大会
新屋高校（初出場）

全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バレー・女子）
秋田北高校（５年ぶり２回目）
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【個　　人】

秋田いすゞ自動車株式会社
秋田運送株式会社
株式会社秋田温泉さとみ
秋田空港ターミナルビル株式会社
株式会社秋田ケーブルテレビ
一般社団法人秋田県建設業協会
一般社団法人秋田県サッカー協会
一般社団法人秋田県歯科医師会
秋田県柔道連盟
一般社団法人秋田県障害者スポーツ協会
秋田県少林寺拳法連盟
秋田県信用保証協会
一般社団法人秋田県ハイヤー協会
公益社団法人秋田県バス協会
秋田県バドミントン協会
秋田県武術太極拳連盟
秋田県木材産業協同組合連合会
一般社団法人秋田県薬剤師会
秋田魁会
秋田指月株式会社
秋田白玉工業株式会社
秋田信用金庫
秋田ステーションビル株式会社
秋田ゼロックス株式会社
秋田ホーチキ株式会社
株式会社アテック
石垣鐵工株式会社
伊藤建設工業株式会社
羽後電設工業株式会社
ＡＫＴ秋田テレビ

株式会社エフエム秋田
大塚製薬株式会社秋田出張所
奥羽電気設備株式会社
奥山ボーリング株式会社
医療法人回生会秋田回生会病院
株式会社鹿角パークホテル
清三屋商事株式会社
医療法人久幸会
株式会社黒澤塗装工業
医療法人慧眞会
医療法人弘仁会島田病院
株式会社光輪技研
コクヨ東北販売株式会社秋田支店
コマツ秋田株式会社
有限会社佐々木製作所
有限会社佐藤養助商店
株式会社サノ・ファーマシー
猿田興業株式会社
医療法人慈心会寺田内科医院
白神森林組合
有限会社すぐる不動産
社会医療法人青嵐会
全国農業協同組合連合会秋田県本部
創和技術株式会社
株式会社大同観光
大堂電機自動車工業株式会社
ダイドードリンコ株式会社東北第一営業部

盛岡オフィス秋田駐在
太平山観光開発株式会社
株式会社竹半

タプロス株式会社
千代田興業株式会社
辻不動産株式会社
東亜道路工業株式会社秋田営業所
東北環境管理株式会社
株式会社東北ビルカンリ・システムズ
東北森永乳業株式会社秋田工場
中田建設株式会社
株式会社ＮＩＰＰＯ秋田統括事業所
ニプロ株式会社大館工場
日本精機株式会社
日本電機興業株式会社
ネッツトヨタ秋田株式会社
株式会社八郎潟印刷
船川臨港運送株式会社
文化シャッター秋田販売株式会社
堀江建材株式会社
株式会社本間
株式会社丸臣高久建設
みちのくキヤンテイーン株式会社秋田営業所
名鉄観光サービス株式会社秋田支店
社会医療法人明和会
株式会社ユアテック秋田支社
株式会社友愛ビルサービス
有限会社雄駿
由利工業株式会社
臨海砕石株式会社
株式会社ルーラル大潟
わかみハート薬局

平成26年度 （公財）秋田県体育協会 賛助会員
～ 御協力ありがとうございます ～

　県体育協会の賛助会員として、事業推進に御協力をいただいております皆様の御芳名を掲載し、
謹んで謝意を表しますとともに、引き続き御支援を賜りますようお願い申し上げます。

［法人会員］

秋元　昌貴
安藤　　進
池田　　正
伊勢　準造

尾形　　隆
金子　良雄
熊谷金次郎
児玉　　要

齋藤　栄一
佐藤卯兵衛
佐藤　有一
中村　六郎

滑川　利生
奈良　正人
西村　悦子
半田　祐毅

細谷孝二郎
宮田　正馗
茂木　秀悦
米塚善之助

渡部　　聡
渡辺　正典

※あいうえお順　※11月末受付まで
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株式会社アールシー・テック
株式会社アイセス
株式会社アイネックス
秋田いすゞ自動車株式会社
秋田活版印刷株式会社
秋田共立株式会社
株式会社秋田銀行
株式会社秋田グランドリース
株式会社秋田ケーブルテレビ
秋田県建設機械レンタル協会
秋田県剣道連盟
秋田県厚生農業協同組合連合会
秋田県信用組合
秋田県石油商業協同組合
秋田県農業協同組合中央会
株式会社秋田国際カード
株式会社秋田魁新報印刷
株式会社秋田魁新報社
株式会社秋田ジェーシービーカード
秋田車体株式会社
秋田新聞輸送有限会社
秋田信用金庫
秋田ゼロックス株式会社
株式会社秋田中央機工
株式会社秋田椿台ゴルフクラブ
秋田電話工業株式会社
秋田プロバスケットボールクラブ株式会社
秋田ビル株式会社秋田キャッスルホテル
秋田瀝青建設株式会社
株式会社アクアス
アシックス販売株式会社東北支社
有限会社アテザン
株式会社安藤醸造
有限会社碇谷建設
羽後日産モーター株式会社秋田店
ＡＫＴ秋田テレビ
ＡＢＳ秋田放送
ＮＫ東日本株式会社
ＮＰＯ秋田ＲＧ愛好会
ＮＰＯ法人能代市体育協会
株式会社エフエム秋田
有限会社エンドウ
有限会社奥州食品
大塚製薬株式会社秋田出張所秋田支店
大曲仙北剣道連盟

大曲仙北地区自家用自動車協会
株式会社男鹿興業社
有限会社カナック
株式会社寒風
株式会社北日本ベストサポート
キャタピラー東北株式会社秋田営業所
医療法人久幸会
株式会社グレイスランド
医療法人敬徳会藤原記念病院
厚生ビル管理株式会社
医療法人光智会
株式会社光風舎
有限会社小西タイヤ
コマツ秋田株式会社
株式会社サキガケ・アド・ブレーン
株式会社さきがけ折込センター
株式会社さきがけプラスＡ
有限会社佐藤養助商店
株式会社サノ・ホールディングス
株式会社沢木組
有限会社三協商事
三和興業株式会社
株式会社ジェイエイ秋田葬祭センター
株式会社清水組
医療法人社団柔心会
有限会社俊光建機
株式会社荘内銀行秋田支店
昭和電気工業株式会社
新あきた農業協同組合
株式会社スーパートゥディ
株式会社菅与
株式会社菅与組
医療法人正和会南秋田整形外科医院
有限会社石心
株式会社セコー
瀬下ワールドファミリー会
全国共済農業協同組合連合会秋田県本部
太平興業株式会社秋田支店
株式会社大雄建設
タプロス株式会社
株式会社テーエムシー
東京美装興業株式会社鹿角事業所
株式会社トーセン秋田営業所
東北通商株式会社
株式会社東北ビルカンリ・システムズ

東立有限会社
ＤＯＷＡホールディングス株式会社
株式会社トヨタレンタリース秋田
中田建設株式会社
株式会社仲村保険サービス
西村土建株式会社
株式会社ＮＩＰＰＯ秋田統括事業所
日本空手協会秋田県本部
長谷川体育施設株式会社秋田営業所
株式会社八郎潟印刷
有限会社ＰＡＴＥＫ
花岡土建株式会社
ハラダ製茶株式会社
東日本コベルコ建機株式会社秋田営業所
株式会社備品レンタルセンター
有限会社深沢電装
株式会社福井
有限会社ふじエンタープライズ
株式会社藤通商
株式会社フローリスト春花
有限会社ぶんねん自動車
ベストトラベル大曲営業所
有限会社ベストモータース
株式会社北都銀行
堀江建材株式会社
ホワイト歯科医院
株式会社松原印刷社
マルト建設株式会社
有限会社丸ノ内サービス
みちのくキヤンテイーン株式会社秋田営業所
みちのくコカ・コーラボトリング株式会社秋田営業部
三ツ星館
三本コーヒー株式会社秋田支店
むつみ建設株式会社
むつみ造園土木株式会社
有限会社村田弘建築設計事務所
名鉄観光サービス株式会社秋田支店
有限会社桃山
有限会社もやちゃん食品
山下商事株式会社
医療法人祐愛会加藤病院
ユーアイ警備保障株式会社
ユナイテッド計画株式会社
菱明三菱電機機器販売株式会社
鹿前運輸株式会社

株式会社アールシー・テック 大曲仙北地区自家用自動車協会 東立有限会社

私たちは「スポーツ立県あきた」を応援しています
【法人・団体】

【個　　人】
有馬　　昇　　石井　政巳　　小笠原直樹　　加藤　義光　　小林　忠雄　　佐藤　正雄　　荘司　典昭
殿村硯太郎　　奈良　正人　　蒔苗昭三郎　　湊　　昭策

※あいうえお順　※11月末受付まで
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「スポーツ立県あきた」応援キャラクター『スパッキー』グッズ

詳細については、秋田県体育協会のホームページ（http://www.akitaikyo.or.jp）でご案内しております。

販売店　竹半スポーツ（秋田市）　TEL. 018-862-4737   FAX. 018-862-4752

好 評
発売中！
好 評
発売中！
好 評
発売中！
好 評
発売中！

車用ステッカー　￥700　8.5cm×21cm 会社用ステッカー　￥900　20cm×50cm

　第69回長崎がんばらんば国体が終了し国
体の成績が２年連続で過去最低の42位と低
迷し、インターハイでも同様に入賞数が激減
しました。『スポーツ立県あきた』を宣言した

ものの厳しい現状が目の前にあり、単年度の強化だけではな
く長期的な計画の見直しが必要になります。少子高齢化や専
門の指導者不足、成年選手の活躍場所など課題が沢山あり
ます。我 を々取り巻く社会環境や価値観が急激に変化してい
る今日、柔軟に対応しこれから来るであろう時代に対応でき
る一貫指導体制やジュニアの強化が急務になるのではない
かと思います。全世代を計画に盛り込みすべての関係者が協
力して改善しなければ解決できない危機的状況ではないか
と思います。
　そんな中、秋田県強化拠点校制度の見直しが行われまし
た。今までの課題を克服し拠点校としての使命を果たしつ
つ、全国ベスト４以上を目指すチームが選定されました。選
定された各チームには是非とも全国で活躍して欲しいと思い
ます。
　今年度のスポーツ秋田はジュニアの普及等を根気強く行っ
ている競技団体や、郷土秋田のために「ふるさと選手制度」

を活用し国体で活躍している選手、将来の秋田のスポーツを
担うジュニア選手や指導者の活躍などを取り上げました。大
きな成果としてまだ実を結んでいない指導者や選手達も県
内には沢山います。そんな仲間が「チーム秋田」の一員として
全国や世界で羽ばたけるよう応援したいと思います。
　これから始まる冬の戦いにおいてお家芸と言われた競技
の活躍が始まります。群馬国体では初の皇后杯６連覇を狙う
スキー競技、全国高校駅伝では東北駅伝で優勝した秋田工
業と花輪高校など、夏の雪辱を果たして欲しいと思います。
　最後に、お忙しい中、取材の協力や原稿執筆をいただきま
した皆様、写真を提供してくださいました秋田魁新報社様、
御協力ありがとうございました。

編集者　　伊藤　栄悦　　笠井　　猛　　新林　美保
　　　　　安田　　竜　　進藤　恭孝

体の成績が２年連続で過去最低の42位と低
迷し、インターハイでも同様に入賞数が激減

編集後記
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資源を活かして地域社会に貢献

砕石・生コン製造販売業

堀江建材株式会社
代表取締役　鈴 木 泚 士

秋田県大館市中道三丁目１番50号
ＴＥＬ 0186-49-0280
ＦＡＸ 0186-43-0002

事業内容 ─────────────────────
会社財務・決算・記帳代行・税務相談・経営助言・
相続・贈与・事業承継対策・医療法人経営指導税務対策

　　　　　   税理士法人
　　　  秋田税経プランニング

　　　　　税理士  木　村　　　了
　　　　　税理士  進　藤　俊　作

本　　店／秋田市南通亀の町 4 番 9 号  Tel.018-833-4022
山王事務所／秋田市山王七丁目５番 32 号  Tel.018-863-7868

松田グループ
株式会社 松　　田　株式会社 湯沢生コン
株式会社 丸栄建設　株式会社 出羽運輸　
株式会社 エイコウ物産　　　　　　　　　

本　社／湯沢市鶴舘 39-4　☎ 0183-73-0188
URL http://matsuda-group.jp 　　　　　　

本格派コーヒー・自動販売機サービス

三本コーヒー株式会社
　　　　　　　　秋　田　支　店

〒010-0916　秋田県秋田市泉北3-3-35
TEL 018（865）5461　FAX 018（888）1721

スポーツ  合宿  研修 … に
ア 　 リ 　 ー 　 ナ　 宿　　　泊　　　室
トレーニングルーム　 レ　ス　ト　ラ　ン
温　水　プ　ー　ル 　温 　 泉 　 浴 　 場
研　　　修　　　室　　    （サウナ有）
ミーティングルーム

〒016‐0014　秋田県能代市落合字下台２番地１
JR能代駅から車で10分

TEL 0185（54）9200　FAX 0185（54）2322
http://www.noshiroyamamotokouikiken.jp

/kouryuu/arinasu/list.html

輝きを　汗に　瞳に　このまちに
能代山本スポーツリゾートセンターアリナス
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